
地

線

齢

二
十
二
懲

餅
四
批

天

六

A,q
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A
eg
is
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(P
le
c
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t
f･,JP
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)
vu
lgiv
a
g
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P
a
n
n
O
S
a
(P
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r
y
)

斗
寸
寸
J>
1
4
1
4

配
荷

蕗

･X
･

E
u
h
a
d
ra

(p
e
lio
m
p
h
a
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)

b
r
a

n
d
t
l

(
K

o
b
e
tt

)

t=
g
jL

1
4
1
JT

(
=

?
n
im
bo
s
a

M
a
r

te
n
s

,n)
n

C
r

o
sse
)

北

橘

.洲
平

野

の

浄

遠

碑

,
ロ
jE

◎

E
u
Fi
ad
ra
q
u
a
e
s
i
ta

to
b
a
i
(
?
)
S
.H
ir
a
s
e
T

､,･
7
-f
･q

JL
?
)
軸

諒

,

恥

帯

誕

仙.

本
年
の
夏
､
満
洲
産
業
建
設
弊
社
研
究
卸
に
参
加
し

て
約

一
ケ
月
に
亘
少
溝
洲
麟
各
地
を
巡
擬
し
た
.
急
ぎ

の
施
行
で
あ
っ
て
'
勿
論
､
落
ち
着

い
た
探
究
は
望
み

得
意
か
っ
た
が
､
研
究
囲
本
部
の
周
到
な
る
準
備
に
よ

っ
て
､
日
着
は
滞
-
在
-
進
行
L
t
各
地
に
於
で
.
官

吏

･
華
宜
｡
尊
門
家

･
技
術
家
等
の
講
話
､
賓
地
指
導

庫
談
骨
等
の
僻
も
あ
-
､
自
由
研
究
の
横
倉
も
屡
々
あ

っ
て
無
時
日
の
旅
行
と
L
y
は
､
利
常
有
益
に
見
聞
す

る
こ
と
が
出
来
た
0

瞥

見

土

治

寅

次

郎

殊
に
筆
者
に
と
-
で
は
北
満
洲
蛾
道
以
北
の
北
満
の

大
鹿
野
地
背
p
即
ち
､
希
北
棟

(
努
々
吟
爾

･
北
安
鎮

間
)
漬
北
線

(横
江

･
北
安
鏡
間
)
黒
北
緯

(
北
安
鎮

大
黒
何
問

･
牝
安
鎮
二
鮎
間
は
線
路
完
成
ー
他
は
工
事

中
)
等
の
沿
線
の
旅

行

に
得
る
魔
が
多
か
つ
ね
.
其

の
他
､
南
溝
各
地
の
外
に
､
平
番
線

(
四
季
術

･
常
々

瞭
補
間
)
披
横
線

(洛
江

･
投
法
間
)郷
太
線
(
鄭
家
屯
･

大
鹿
E
間
)
等
の

沿
線
の
状
況
も
視
察
す
る
rJ
と
を
得

た
の
で
北
浦
と
南
満
と
む
比
較
す
る
こ
と
79
田
楽
て
､

南
北
溝
洲
が
地
方
的
色
彩
の
上
に
差
異
を
示
す
鮎
も
知



る
こ
と
を
船
iJ
の
で
あ
る
〇

二

北
溝
洲

中

野
の
主
要
部
は
於
光
江
の
本
支
流
の
離
域

に
属
す
る
｡
そ
の
離
域
面
積
は
概
測
'
金
満
洲
囲
面
積

の
四
三
%
に
達
し
'
三
C
,C
米
以
下
の
平
野
の
み
ほ
て

も
二
〇
%
を
越
え
る
.
今
､
溝
洲
に
放
け
る
主
要
河
川

の
離
域
可
分
比
を
率

ホ
せ
ば
､
凡
そ
第

一
表
の
通
わ
で

あ
る
｡

第

-i
未

満
洲
問
各
河
川
並
に
斜
面
別
離
域

打
分

比
概
測

嚢

北
鵬
洲
平
野
の
仲
兄

第

一
表
は
概
側
に
過
ぎ
粕
の
で
あ
る
か
ら
'
正
確
は

供
し
難

い
托
し
て
79
'
松
茂
江
流
域
､
即
ち
北
満
平
野

は
革
に
面
積
の
み
か
ら
見
る
も
'
満
洲
問
は
封
し
て
相

曹
糞
婆
な
る
地
位
を
占
め
る
乙
と
は
疑
ふ
飴
地
は
夜
か

ら

う〇
三

総
花
江
流
域
の
平
野
に
は
商
満
各
地

に
見
る
如

き
赤

褐
色
の
ラ
テ
ラ
イ
ト
貿
土
壌
と
興
っ
て
.
友
叢
色

の
黒

土
贋
土
塊
の
分
布
が
鼎
皆
は
旗

5,｡
ア

-
ネ

ル
ト
A
h
･

n
ert
は
良
質
の
書
土
質
土
壌

を

チ

エ
ル

ノ

ー
ゼ

ム

C
h
ern
ozem
S
と
呼
び
'
大
典
安
嶺
の
西
方
に
分
布
し

吟
閣
洛
･
新
京
附
近

完
W
に
は
其
の
鍵
質

せ

る
土
壌

L
each
ed
C
he
m

ozem
s
が
存
在
し
､北
満
平
野
に
は
廉

範
陶
は
豆

-
て

'

以
上
二
碑
の
土
壌
に
ー-~
麓
は
特
有
夜

二八七

五

i



地

球

節

二
十
二
を

る
-;
林
土
壌

F
ore
st
s
o
it

h
It.睨
打
す
る
L
f攻
が
分
加

す
る
と
述
べ
RJも

東
北
線
を
蜘
江
に
附
い
て
進
め
ば
爪
初
は
沖
椛
土
壌

で
あ
る
が
率
年
附
並
よ
-
竹
…L
毎

七
穣
と
な
-
'
泰
･:lY
･

鹿
川

･
北
･:8
並
に
洛
北
線

の
迫
北
'
渥
倫

･
絃
化
等
何

れ
も
ー-刀
桟
の
土
塊
で
あ
っ
た
｡
克
両
に
あ
る
満
州
明
々

L止
畏
再
試
勝
場
附
並
の
旬
刊

-
で

は

牧
宇

田
七
城
二

米
､
相
磯
y
TIJ.糎
､
共
の
下
は
粘
七
で
あ
っ
た
O
課
磁

場
の
村
越
技
師
は
rJ
の
光
上
代
土
壌

を
如
枇
卜
と
呼
人

だ
が
､
桝
謂
チ
エ
ル
ノ

ー
.ゼ
ム
ほ
荘

い
派
卜
で
あ
る
｡

貨
に
チ
エ
ル
ノ

ー
ti,
ム

及
び
そ
れt
に
葡
似
の
沃
十
は
北

浦
中
野
特
和
の
十
蟻
と
な
し
柑
る
も
の
で
あ
る

(
節

-I

関
)0

挑
南
附
近
の
土
壌
は
ア
ル
カ
リ
餌

で
あ
っ
て
セ
p
-

ゼ

ム
S
c
rozem
s
+
t煤
と

い
ふ
.
油
遼
･郷
家
屯
･開
始

カ
ー
も
川
柁
t
･+る
土
塊
よ
少
成

っ
て
､
低
地
に
は
曹
蓮

ア
ル

カ
-
'
父
は
鵬
湖
を
満

へ
る
巌
も
あ
る
｡
乙
の
梢

の
土
壌
は
艇
,.;]
以
火
に
於
で
は
北
故
約
線
附
虹
ま
で
it.i･

在
す
る
ら
し

い
O

セ
ロ
ー
ゼ
ム
十
壌
よ
･Jl
成
る
地
ガ
は

rT
M
班

..八ハ

ム
t.)

農
作
物
に
は
好
適
で
な

い
が
､

ス
テ
ッ
プ
h
.な
す
越
も

あ
-
､
牧
薪
に
は
適
す
る
如
-
で
あ
る
(
第
二
聞
)
0

節--(.'iil果敢江省山 I働 浦洲閥農'Lll'-
筑牧場試作畏榊の一部

泣 くの作軌 よ花油関の{5盤､肘 Jj-u'･71g縦の試作地､克りl附
iLf一･倍は;THニfu･_境で肥沃である｡ (′川 -･日投)



第二表 北浦各地気ti･rlTl表(癌氏温Iig,括弧内の数学は月を示す)

地 名l年平均 叔高畑 此 lEt柚 叫 5可 6月恒 l8月 9月 腔 糊 平均無茄(4月-9月)伯故

二三 姓 2.5 38_2(7) -36.4(1) 4.712.818.921,7i21.113.7 15,6 152

太平拭 1.8 35.6〔8) -36.8(1) 3.310.6 16.019.9i19.21 12.1 135 1 4 4

牝-).Sj.江 2.3 36.6(8) -45.2こ2) 5.212.618.122.020.813.1 15.3 1.lu

- 耐 披 3_2 37.0(7) - 43.4 (1) 5.6 13.1 18.722.420.9 13.5 15.7 140

緒 門 4_0 57.6(6) -39.1(1) 6.114.120.528.721.7三i十fil享14.5 16.8 151

恰鮒翁 3.0 39｣.(7) -40.0(1) 5.713.420.0 14.1 16.3 139

安 娃 2.5 39.5:7) -44.3(1) 5.113.520.1 13.7 16.2 1卸

邦々挨 2.7 39.9(7) -44.2(1) 5.01岳,7-19.7 13.6 16.1 lLIH

札糊 屯 2.2 42.6(7) -40.0(2) 4.312.718.3 12.1 14.8 133

博克閥 1.2 37.5(7)-39.1(12) 0.4 9.415.3 9ユ ll.6 114

租波河 3.2 39.0(7) -50.1(1)-0.3 9.315.4 8.5 ll.5 95

泊TIJ,:肘 2.6 40.1(7) -49.3(1) 0.710.417.1 9.8 12.8 112

清洲舶 1.9 40.0(8) -46.9(1) 0.810.517:3 9.8を 12.9 141

挑 南 4.3 39.7(7) -36.6(2) 5.813.720.1 14..4 16.4 173

郷家鳩 5.3 37.0(6) -37.4(1) 6.8 15.7 17.1 1脚

開 拓を 6_1 37.5(6) -36.6(2) 8.1 23.822.016.0 17.7 162

新 京 4.6 39.5(6) -36.0(2) 6.5 14.9 16.9 ･14畠

･X.大迫 10.2 35.7(8)-19.9(1) 9.2 19.9 ~18.8 216

･X.沖Lt 8.5 36.9(8) -31.0(2) 8.8 18.3 .18.9 176

※ 比椴のために記減す｡

北
浦
洲
平
野

の
僻
見

四

北
満
平
野
は
線
憩
し
た
以
上
に
束
候

に
恵
ま
れ
て
ゐ
る
｡
乙
と
は
寮
北
沿
線

や
潰
北
約
線
は
於
で
は
､
耕
地
は
勿
論

蛮
大
な
る
未
耕
地
に
耕
作
物
や
離
革
が

良
好
在
る
教
育
を
遂
げ
て
ゐ
る

一
事
を

見
て
も
､
左
範
憩
い
東
棟
で
は
夜

い
と

い
ふ
こ
と
を
窺
ふ
こ
と
が
出
凍
る
と
瓜

ふ
0年

平
均
気
泡
は
吟
爾
観
梅
氏
三
度
､

昂
々
瑛
二
｡七
度

(第
二
衷
)
と

い
ふ
戒

に
閥
溝
の
大
連

1
〇
･
二
度
､
督
口
八
･

五
度
等
ほ
此
す
れ
ば
低

い
の
で
あ
る
が

こ
れ
は
夏
季
の
敢
高
粗
度
は
富
浦
も
北

浦
も
著
し
き
差
異
を
こ不
買
覆

い
の
ほ
反

し
て
'
冬
季
は
北
満
は
幕
下
四
〇
度
乃

天
JL

五
三



第 三 袈 北 浦 各 地 降 水 畳 表

第

二
十
二
世

:TK･比接のために琵己磯す｡

こ
き

滋
ー

至
五
〇
度
に
降
下
す
る
た

め
で

あ

る
｡

今
､

四
月
よ
ら
九
月
に
至
る
農
期
の
束
脱

を
見
る
に
甫
満
も
北
満
も
著
し
き
差
異
を

見
ず
､
大
典
安
嶺
の
山
地
'
及
び
そ
の
以

酉
の
浦
洲
里
方
両
を
除
け
ば
庸
溝
と
北
浦

と
は
於
で
撮
氏
二
度
乃
至
三
度
殺
鹿
の
差

異
に
過
ぎ
伯
の
で
あ
る
O
無
常
日
数
に
於

で
も
山
地
を
除
き
て
は

一
四
〇
日
乃
室

1i

六
〇
且
別
後
で

あ
っ
て
'
思

っ
た
堀
著
し

い
差
異
を
南
北
は
見
夜

い
｡

降
水
量
は
四
〇
〇
粍
乃
至
六
〇
〇
粍
を

普

通
と
し
､
我
が
内
地
に
此
し

て
少
量
で

あ
る
が
､
大
部
分
は
四
月
よ
-
九
月
に
至

る
農
期
は
降
水
を
見
る
｡
第
二
嚢
､
第
三

表
は
満
洲
問
政
府
磯
行
､
鹿
琴

光
年
時
憲

藩
よ
･a
計
出
し
た
数
学
で
あ
る
｡



第二l,rLI.1 蚕人胡桃南掛 け近平 原のl;.L･紋

J･_軌 エアルカ .)駅であって多 くはスチ ッ 7●Qr'3tL:

地である｡

五

果
敢
江
竹
に
は
批

耕
地
が
▲二
六

麗

町
歩
あ
っ
て
､

発
け
林
地
r;
･G
の
約
.･4
..%

に
b･=
つ
て
居
る
か
ら
t
A
.

後
開
発
さ
る
べ
き
吋
排
水
耕

地
は
仰
九
日
C
甫
町
少
城

北
満
州
平
野
の
仲
兄

つ
/し
わ
る
0
現
加
の
人
目
は
.一上人

曲
で
あ
っ
七
､

.

人
語
-
の
耕
地
而
机
は
約
九
･g1
.

.1
壕
状
.j
人
ト
ーせ
け

I.
複
成
盈
-
約
円
町
に
指
に
苦
る
｡

こ
の
判
<
=
h
l以
/｣

し
て
も
今
後

4.
千

八卜人
の
人
目
と
収
容
す
る
に
止
る
｡

(
放
徳
元
年
七
月

'
黒
龍
江
邪
推
業
概
況
､
黒
龍
江
省

公
署
妊
米
艦
･S
に
披
る
)

一
九

1
八
咋
､
元
来
支
鉄
道
鹿
商
業
部
銅
北
溝
洲
中

の
r
照
龍
托
邪
｣(
･iS
尿
西
莞

仰
)中
に
は

一
九

).∴
午
来

支
鈷
止
の
地
役
ま
で
は
幣
誠

江
粥
の
人
=
は
M
C
曲
八

千
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
'

●
九

一

八
年
に
は

■
円
1j
曲

六
千
と
な
上

.L
九

二

牛
に
は
二
.

人

成
し
竹
入
に

越
し
､

-.
九
･;
仰
隼
に
は
約
二
川
L
出

入
に
附
加
し
た

と
.
述
べ
て
居
る
｡

-.
九

-.
川
井
の
比
耕
地
而
桃
は
二
11

L
L
曲

-.
二

1.
円
的

(
'
･九

〇
三
二
滴

は

`
∴

U
.1

六
川
町
少
)
で
食
餌
而
桃
の
113
.tQQtに
過
ぎ
す
'
暇
-
ーこ甥
…

龍
江
粥
の
山
林
h
.拓
き
､
招
曙
を
陀
洞
せ
し
め
耕
地
を

し
て
､
令
邪
の

二

rj
bQtに
連
す
る
も
の
と
す
れ
ば
'
人

目
は
約
円
化
ーこ
糖
加
せ
し
め
柑
る
と
･Lj:賎
し
で
居
る
.

照
龍
托
粥
に
於
で
畏
業

･
移
Li'等
に
於
て
舵
も
Ⅶ
塔

元

一

'-
.i
.jj



地

球

撃

1
十
二
番

な
る
は
轍
江
流
域
及
松
花
江
以
北
の
顔
大
な
る
平
野
で

ぁ
る
｡
現
今
に
於
け
る
北
満
の
主
要
農
産
物
は
FJ
の
平

野
を
主
産
地
と
し
､
浦
洲
の
五
大
盤
塵
中
で
､
大
豆

･

栗

｡
諾
萄
黍
は
宙
北
浦
洲
は
､
小
歩
は
北
浦
は
'
高
梁

は
商
満
は
多
-
栽
培
さ
れ
る
｡
こ
れ
等
北
浦
平
野
の
主

要
農
産
の
平
年
生
産
額
､
並
に
本
年
六
月
下
旬
の
牧
華

橡
憩
額
は
第
四
表
の
通
力
で
あ
る
｡
北
浦
平
野
は

一
昨

年
未
曾
有
の
大
洪
水
あ
･clで
阿
州
荒
腐
L
t
本
年
又
々

大
水
婆
あ
与
で
賓
牧
は
六
月
の
像
想
以
下
と
推
定
n
れ

る
0第

的
衷

蓑
寵
狂
者
の
主
要
数
産
額
表
(省
公
署
調
)

If三小 高 ;照 大 立,

判 i)riLrT-偲

F黍 多 発 lT. 顔

辛-4l三三l王座
ll-_一一 二 五 ､0 糾(

〇〇〇○ ○ 拙ヽJ

昭刺九年汲.恕(漁巨＼J

七 六 〇 二二八

仰
せ

本
年
汲
怨
は
六
月
水
塊
水
'
水
群

以
前

の
独
怨

で
あ
る
｡

以
上
の
外
､

水
川
､

特
用
農
産
物
も
栽
培
ru
粧
つ
.J

節
四
雛

克

二

空
ハ

あ
み
､
rJ
と
に
韮
山
に
は
捕
洲
圃
農
事
試
戯
場
が
設
置

さ
れ
ー
農
業
指
導
員
を
派
し
て
､
地
方
の
農
事
改
良
を

計
-
つ
J
あ
る
｡

r7クサ
ン

韮

山

腺
の
樹
立
農
事
試
願
場
は
腺
城
閣
門
外
'
閣
南

二
粁
.
香
北
線
兼
山
輝
の
北
酉
波
状
地
に
設
け
ら
る
｡

附
近
は
南
満
は
児
ざ
る
旗
漠
た
る
大
卒
野
は
し
て
.
義

方
三
〇
肝
の
附
近
に
二
克
E
を
櫓
に
望
む
外
､
何
物
も

眼
を
遮
る
も
の
は
覆
い
｡
(

二
韮
山
は
高
rb
四
五
〇
米
,

山
頂
は
精
平
坦
在
る
二
峰
は
分
か
れ
､
緩
斜
面
を
以
て

低
地
に
下
わ
中
腹
に
は
測
火
山
ら
し
さ
小
丘
も
あ
る
｡

新
火
山
岩
の
川
ら
し
い
)
大
同
二
年
六
月
堅

且
決
定
､

康
琴

光
年
四
年
場
員
赴
任
し
､
暇
事
務
所
を
設
け
て
罫

業
を
開
始
し
た
｡
泰
圃
場
は

山
田
四
町
歩
'
そ
の
中
八

四
町
歩
を
小
作
は
附
し
.
機
飴
を
以
て
小
穿
､
大
豆
其

の
他
の
試
作
を
行
っ
た
｡
満
洲
問
に
は
韮
山
の
外
は
龍

江
'
錦
堀
に
農
事
試
倫
場
が
あ
ヵ
､
寒
安
､
革
東
塔
に

図
立
農
場
が
あ
る
｡

先
山
附
近
は
豊
土
贋
の
極
め
で
装
決
な
る
土
壌
で
あ

っ
て
ー
本
年
七
月
末
視
察
し
た
頃
は
蕃
欝
の
花

･
油
菜



の
花
は
浦
閏
で
革
鮎

･
小
奔

･
燕
審

･
大
麻

･
大
豆

･

高
架

･
玉
黍
萄

･
掲
鈴
譲

｡
其
他
､
内
地
と
同
株
在
る

野
菜
瓶
が
美
し
-
生
育
し
て
居
た
｡
田
近
の
兼
新
地
に

は
7
両
は
タ
ン
が
､
･
野
菊

･
ム
ラ
サ
キ
･
モ
メ
ソ
ゾ

ル
｡
ホ
ソ
rr,l
オ
ダ
ル
マ
･
タ
ム
ラ
サ
ウ
其
他
､
白
｡紫
･

黄

･
紅
等
の
名
も
知
ら
氾
我
が

.i
面
に
咲
い
て
居
た
｡

rJ
の
春
と
秋
と
が

一
時
に
凍
た
か
と
胤
は
れ
る
草
花
の

頂
野
に
､
惜
し
気
79
な
-
桝
陣
h=dつ
-
つ
て
p
講
演
な

ど
を
聞
い
て
居
る
と
.
恰
も
内
地
の
四
月
下
旬
頃
の
や

う
な
そ
よ
風
が
吹
い

て'
到
底
TJ
れ
が
七
月
末
の
酷
暑

の
頃
の
情
景
と
は
瓜

はれ
な
か
っ
た
O

試
験
場
で
は
普
通
作
物
と
し
て
､
黍
(
一
o
種
)
･
小

豆
(五
積
)
･
基
瓦
(
一
四
種
)
｡
高
架
(
一
九
種
)
･粟
(
≡

二
種
)
｡大
葬
(
六
稽
)
･
燕
歩
(
二
i
欄
)
･
貴
容

(
1i
O

捕

)･押
(
五
種
)
｡
陸
相
(
一
四
稽

)･玉
萄
黍
(
六

∪種
)･

小
歩
(
一
五
六
穫
)
･
練
瓦
及
些
且
(
四
稀
)
･
魂
瓦

(
五

禰
)茶
番
(
三
種
)
･
其
他
特
用
作
物
と
し
て
大
豆
(
四
七

棉
)
｡向
日
葵

｡
遠
麻

二
位
｡
亜
麻

｡
大
麻

｡
育
肺

･
ケ

ナ
フ
･
酬
某

･
胡
麻

｡
馬
鈴
薯

｡
飼
料
作
物
と
し
て
ル

北
北
洲
中
野
の
僻
見

-
サ
ン
､
基
地
の
試
瀞
を
行
っ
て
ゐ
る
｡
場
は
北
緯
四

八
度
四
分
に
位
す
る
が
農
期
の
東
亀
の
高
さ
と
､
降
水

と
は
恵
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
､
生
育
期
の
精

短
い
作
物
は

利
皆
に
成
績
が
あ
が
る
ら
し
-
､
牝
満
大
卒
野
の
開
敬

に
多
大
の
教
典
を
新
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
居
る

(
節

.t
聞
)｡

於
光
江
下
流
地
方
の
任
木
斯

･
孟
家
岡
方
面
は
造
ら

れ
た
日
本
の
集
圃
移
民
は
匪
賊
の
襲
撃
､
管
備
困
難
等

の
た
め
に
成
功
し
在
か
つ
ね
｡
寮
北
緯

｡
洛
北
線
の
沿

線
は
p
交
通
も
健
で
あ
わ
､
各
地
に
響
備
陳
も
あ
ゎ
､

土
壌
も
肥
沃
で
あ
る
か
ら
'
移
民
地
と
し
て
は
有
望
在

る
地
方
で
あ
る
と
恩
ふ
｡

大

北
浦
平
野
の
中
で
審
北
線

｡
洛
北
線
附
近

完
W
は
農

業
地
と
し
て
有
望
醜
ruれ
て
居
る
が
p
北
満
蛾
道
の
'
1

ル

ビ
ン
昂
々
横
間
よ
卓
河
南

完
W
は
所
謂
ア
ル

カ
-
土

壌
で
土
地
は
不
毛
の
賦
野
が
多
-
(窮
二
間
)'
挑
南
よ

-
以
酉
に
在
る
と
'随
所
に
砂
丘
な
ど
も
見
え
へ蒙
古
特

有
の
放
牧
地
と
化
し
､
栄
古
の
地
方
色
を
表
現
し
て
祇

二空

五
七



地

球

第

二
十

二
谷

る
｡
仰
L
t
虹
岬
挑
柄
川
近
は
糊
堺

の
楯
向
に
あ
っ
ノJ

北
ガ
に
支
児
の
挑
妃
.;
流
域
に
は
水

川
な
ど
が
川
水
つ

､
あ
る
J

七

北
浦
中
野
の

.
大
紋
灘
は
十
地
の
低
温
な
る
こ
と
で

あ
る
.
揃
洲
神
童
後
の
討
伐
に
向
つ
ね
賂
L
等
が
幣

々

恰
爾
の
東
北

●
二

〇
粁
附
近
'
養
女
の

泣-
で
滋
地
に

踏
み
入
-
､
行
動
の
C
由
を
.失
つ
ね
握
に
､
政
の
収
閲

を
受
け
t
に
卜
九
騎
は
速
に
把
持
を
極
め
た
取
舵

を
遂

げ
火
の
も
'
を
の
蓮
の
≠
情
の

t.
瑞
k
.宛
い
知
る
こ
と

が
日
額
る
｡

人
｣
'
陸
地
測
=:池.部
の
地
形
閲
と
中
小-g
Li'蛸
新
地
岡
と

を
参
照
し
て
北
溝
平
野
数
ヶ
所
の
高
即
を
奉
げ
て
見
る

珊
河
二

+.
C
米

正
江

-
1.;南
米

挑
南

▲
1.3
九
米

粘
倫
二
1<
し
米

接
化

■
九
七
米

1.日
林

1.
八
円
米

清

江

‥
'

1

1
日
次

呼

蘭

-.
M

J,
米

人
蘭

'-
.
八

水

位

蘭

.
二

七

米

-

か

-
の
如

-
城
･汀]
も
松
花
江
も
北
ハに
溝
糸
の
止
河
で

共
の
涜
域
も
食
油
洲
閥
の
M
制
服
に
も
遵
す
る
外
に
､

耶
円
錐

1
+
九

M

l<
人

中
野
中
に
於
/
し

､
獅
√
推
服
に
幾
多
の
支
流
a
･.哀

し
る

に
も
拘
ら
ず
'

河
流
の
勾
･B
は
甚
だ
綬
-
し
て

､
加
も

こ
れ
等
の
捕
支
流
h
_.崇
め
L
J
総
花
江
は
満
洲
的
東
北
-;

地
を
ii'
い
て
流
る
J
た
め
に
､
中
野
は
排
水
が
i･
分
で

iiVu

,捕,'=-_(.._Ltd 水 'J,'･の 挑 南 並 郊

氾艦 に よ1)て.,Ilぜ る7'Ei地 を椀て 法ゝに純向日で班が狩･

城の様に,I_iitlPhされる｡(･LJ]三 卜臼以)



第 四 同 車々吟爾附近の水審

斉々喰財布群の高嶋より弛ませる轍江一帯を見

る｡(七月三十一E)鶴)

衣
.い
の
で
あ
る
｡
今
回
の
放
行
中
に
於
て
も
､
内
地
に

此
す
れ
ば
比
較
Iこ
な
ら
の
小
量
の
降
雨
な
る
に
も
狗
は

ら
す
'
各
河
川
よ
h
集
ま
る
と
き
は
大
量
の
水
と
な
っ

て
各
地
に
大
水
番
と
生
じ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
｡

北
濃
酬
平
野
の
鴨
且

挑
南
は
比
較
的
高
い
虎
求
あ
る
が
'
沸
見
河
が
前
額

に
氾
濫
L
t
辞
よ
か

城
内
に
向
人
間
_こ
幾
度
か
沼
地
の

中
と
馬
車
が
走
ら
ぬ
ば
な
ら
な
か
っ
た
(
妨
三
脚
)
.
蕎

脊
吟
爾
は
轍
江
に
逝
き
だ
け
_こ
氾
濫
井
し
-
､
恰
も
浮

城
の
鼠
AJ阜
L
t
龍
瀞
公
向
の
高
地
か
ら
眺
ひ
れ
ば
絢

に
海
と
眺
め
る
の
と
異
な
ら
な
か
っ
た
(第
四
朔
)

.
〟

ル
ビ
ン
市
の
下
町
は
工
場
の
嬢
突
だ
け
水
面
lこ
現
ほ
れ

て
居
る
惨
貴
も
あ
っ
た
｡

1
行
は
溝
北
線
で
ハ
〝
+il
y

_こ
入
る
筈
で
あ
っ
た
が
浪
路
浸
水
の
た
め
に
呼
蘭
肘
鑑

か
ら
他
行
の
止
む
な
き
暮こ
至
か
､
航
行
中
もこ
匪
欣
防
無

用
の
織
俵
網
に
他
が
以
つ
か
ゝ
･Jh
P
航
行
不
能
lこ
阿
っ

て
義
港
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
っ

て'
午
後
五
時
_こ
汽
車

で

.1
〝
tiJ
y
に
入
る
隷
定
で
あ
っ
た
の
が
'
漸
-
午
後

九
時
にこ
ハ
ル
ビ
ン
埠
頚
に
青
い
た
と
い
ふ
様
な
次
第
で

あ
っ
た
○

尤
も
か
J
る
大
水
車
は
大
河
の
沿
岸
Iこ
見
る
の
で
あ

る
が
､各
支
鎌
に
&
'
ても
大
小
の
氾
濫
と
見
せ

て居
る
｡

河
川
の
改
良
と
給
水
は
北
浦
の
沃
野
の
開
貴
の
負
わ
極

め
七
重
委
な
る
岡
観
で
あ
る
｡
北
浦
平
野
の
各
河
川
が

克
一

五
九



地

球

第
二
十
二
容

･

節
四
純

真

六

〇

一
つ
の
松
茂
江
に
崇
め
ら
れ
p
平
野
よ
り
も
却
づ
王
向

近
か
ら
遼
河
流
域
の
三
江
口
附
近
に
至
る
運
河
を
開
撃

き
東
北
の
山
地
の
間
を
流
れ
る
乙
と
も
平
野
の
排
水
を

す
る
乙
と
も
､
考
慮
す
べ

き
問
題
で
あ
ら
う
と
瓜
ふ
○

志
か
ら
し
め
る

.i
因
で
あ
っ
て
.
敏
江
の
下
流
大
賀
附

凋
過
の
工
業
地
域
-

其
の
番
展
と
構
造

(

〓

ク

リ

ス

ペ

ン
ド

ル
フ
著

安

藤

鐙

1

抄

詳

(完
)

本
桐
は

G

Gnther
VOn

G
e
td
ern
･C
rls
pen
d
or
f.
die

d
e

u
tSCh
e
n
h
dustTie
geb
ie
te‥
ih
re

W

erden
u

nd
ihre

S
t
m

k
t
u

r･K
al･tsruh
e
i･

B
･1933･
の
抄
幣
で
あ

る
｡
不審
に

倣

っ

て鵬
泡
の
工
雛

の
分
和
'
特
に非
の
地
域
的
な
狂
姐
と
構
造
が
大
粒

に
於
て
把
握
川
凍
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡
も
と
よ
り
汲
ほ
れ
て
ゐ
る
地
域

も
大
き
-
､
∬
伴
か
宵
五
十
訳
の
も
の
に
雑
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
放
碑

な
桝
光
と
は
首
ひ
姉

い
が
'
粂
鰭
と
し
て
良
-
細

っ
て
i
=
-
､
米
だ
偶

少
な
研
究
し
か
旦

b
れ
ぬ
我
が
閥
の
エ
米
地
放
蝉
に
と
っ
て
何
等
か
の

州山
峡
に
於
て
参
考
と
な
る
で
あ
ら
う
と
偲
ば
れ
も

の
で

｢
地
球
L

の
紙

lE-
を
抑
併
し
て
こ
ゝ
に
抄
絹
を
試
み
た
次
節
で
あ
る
U

緒

膏

本
番
は
英
音
利

･
白
耳
義
と
並
ん
で
歓
洲
澱
大
の
工

業
鯛

で
あ

る
我
々
の
親
欄
狗
泡
の
工
業
の
状
態
を
敏

逃
し
､
用
凍
る
阻
み
説
明
す
る
.と
云
ふ
課
題
の
た
め
に

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
其
の
順
序
と
し
て
は
狗
過
の

工
業
の
歴
史
的
な
磯
展
と
現
在
の
分
布
に
踊
す
る
簡
単

を
概
観
の
後
で
個
々
の
工
業
地
域
の
債
分
を
行
払
､
そ

の
各
地
域
を
彼
等
の
基
礎

･
療
展

･
構
造
は
於
で
叙
述

す
る
の
で
あ
ら
う
｡
併
し
橡
め
工
業
的
立
地
問

題は
輔


